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文責 校長 西山 友一郎

２月１５日（日）に、授業参観（地域の方々への公開授業）と、一年間学習をしてきた樅
木学での学びを地域の方々に発表する発表会を実施しました。今年度から、たくさんの地域
の方々に来ていただけるように、日曜日の開催としました。普段は、静かな校内ですが、本
校児童の発表や、地域の方々に向かって尋ねたりする活動などで、児童の声だけでなく、た
くさんの地域の方々の声も聞かれ大変賑やかな時間となりました。また、本校の児童にとっ
ても、地域の方々が真剣に発表を見てくださっていたことが、これまでの学びに対する充実
感にもつながりました。
つづいて、授業参観（公開授業）では、熊本地震関連教材～つなぐ～を活用して、「家族

愛」について学びました。教材を通して考えたことを実際の自分のことと置き換えて、自分
なりの考えをもつことができました。その自分の考えを、本日参観していただいた地域の方
々に発表し、賞賛していただき、こちらも学びを深めるよい機会となりました。参観してい
ただきました保護者の方々はじめ、地域の皆様、本当にありがとうございました。

２月２５日（水）に樅木学（総合的な学習の時間）の学習の一環で、郷土料理体験を行い
ました。この学習は、郷土料理の調理体験を通して、自然豊かな地域の良さを再認識し、郷
土を愛する心を育てることや、地域の方々とのふれあいを通して、学校教育に関わっていた
だいている地域の方々へ感謝の気持ちをもつことなどを目的として実施しています。今年度
も、地域の婦人会の方々を中心に、教えていただくことができました。メニューは、ヤマメ
丼、しし汁、いきなり団子、白菜の漬け物ゆず風味、からいも天ぷらでした。樅木地区なら
ではの料理体験ができて本校児童もとても充実した時間を過ごすことができました。調理体
験が終わってから、お礼の手紙を書いて感謝の気持ちを伝えました。教えていただきました
地域の婦人会の皆様、本当にありがとうございました。


